
社会福祉事業基金にご寄付をいただいたかたがた 
　JAテラル越前女性部様　　　金50,000円 
 
 
 
 
 
 
 
ボランティアセンターにご寄付をいただいたかたがた 
○金品のご寄付 
　匿名のかた　　　　猪野口　　金12,000円 
○物品のご寄付 
　匿名のかた（介護用品多数）、勝山市民肝臓病患
者友の会様（タオル、洗濯用洗剤など多数） 

ボランティアセンターに収集物品（古切手、使用済み

テレフォンカード、アルミ缶など）をお届けいただい

たかたがた 

　元町2丁目婦人会様、勝山婦人会様、村田啓治様、

川崎廣美様、安岡八重子様、北郷小学校様、空手道

吉塚道場勝山支部様、南部恵美子様、岩佐光雄様、

山岸良子様、高須理容店様、福田はつ子様、上山商

店様、橋本正代様、勤労婦人センター様、小林八重

子様、福井社会保険病院地域支援室様、勝山市民肝

臓病患者友の会様、下和子様、岩佐宮子様、木地敏

子様、牧野昌久様、匿名のかた7名 

あたたかいご寄付 
　ありがとうございました （順不同） 

ふれあいの部屋のクリスマス会に中高生が参加 

～平泉寺地区社協～ ふれあいサロンからこんにちは② ふれあいサロンからこんにちは⑧ 
　平成6年1月28日に平泉寺地区社協が立ち上がりました。 

　活動拠点はほぼ公民館ですが時には花見に出かけたり市内の施設を利

用してレクリエーションをしたりと気分転換をはかって楽しんでいます。 

　今のところ月１回ですが、皆さん「今回は何に挑戦できるのか。」と

意欲満々。また、和気あいあいの雰囲気が感じられます。 

　現実の高齢化時代、その中で地区社協が果たす役割についてこれから

も模索してゆかねばと思っています。 

アルミ缶回収ボランティアの皆様へ 
　12月より3月まで、教育会館回収ボックスでの受け
付けを休止しております。お手数ですが、福祉健康セン
ター「すこやか内」市社協事務局までお持ちください。 

平成２０年度 
チャリティー映画会を開催 

平成２０年度 
チャリティー映画会を開催 

平成２０年度 
チャリティー映画会を開催 
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非常勤ヘルパー募集！！ 
年　齢　不問　　　　　　 
要　件　2級ヘルパー資格 
賃　金　時間給 
　　　　950円～1,400円 
　（土・日、休日割増賃金。 
　　移動、記録手当有） 
申込方法　履歴書を市社協事 
　　　　　務局に持参 亀山公園、いとよの里見学 こけ玉でよせ植え 

絵手紙づくり 

　ふれあいの部屋（在宅障がい者の会）恒例のクリスマス会が12月15日に行われました。

今年度は、勝山南部中学校福祉クラブと勝山南高等学校バトン部とボランティア部の皆さんが、

演技、歌などのステージ発表やレクリエーションを通じた交流などで特別参加。フレッシュな

ステージと心のこもった交流に、会員のかたがた

は一様に「元気を分けてもらった。」と楽しいひ

とときを過ごされました。 

上映作品　「おくりびと」（字幕スーパー付） 
と　　き　2月14日（土） 
　　　　　（午前の部）午前10時30分～午後0時30分 
　　　　　（午後の部）午後2時～4時 
　　　　　（夜 の 部）午後6時30分～8時30分 
と こ ろ　勝山市民会館大ホール 
入 場 券　 
　（前売券） 
　　　大　　人　1,000円 
　　　小中高生　 500円 
　（当日券） 
　　　大　　人　1,200円 
　　　小中高生　 600円 
※前売券は1月13日（火）より、
各地区社会福祉協議会（公
民館）、各民生・児童委員、市内福祉施設・事業所、各団体の
ほか、市社協事務局、平泉寺荘にて販売いたします 

ランティー 
「ランティー」は、福井県の 
ボランティア・シンボルです 

「社協からこんにちは！」「ランティー・ニュース」に 
関するお問い合わせ先 
社会福祉法人 勝山市社会福祉協議会（188ー1177） 
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
皆
様
に
は
何
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
金
融
問
題
で
は
、
百
年
に
一
度
あ
る
か
、
な
い
か

と
言
わ
れ
る
シ
ョ
ッ
ク
で
、
景
気
も
一
度
に
右
肩
下
が
り
に
転
じ
、
世
情
不
安
の
中
で

年
を
越
し
ま
し
た
。

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
年
度
の
市
社
協
の
各
事

業
・
活
動
は
、
お
陰
様
で
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
十
月
に
、
市
社
協
が
運
営
管
理

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
平
泉
寺
荘
に
お
い
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
食
中
毒
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
お
客
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
か
た
が
た
に
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

再
び
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
役
職
員
一
同
が
肝
に
銘
じ
、
初
心

に
か
え
り
安
心
と
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
勝
山
市
社
協
の
役
割
は
、
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
要
介
護
の
か

た
、
高
齢
の
か
た
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
か
た
な
ど
、

誰
も
が
長
年
住
み
慣
れ
た
こ
の
勝
山
の
地
で
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
自
助
努
力
で
は
実
現
で
き

な
い
こ
と
や
公
的
な
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
大
切
な
の
が
「
共
助
」
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
、
区
長
を
は
じ
め
民
生
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ご
近
所
の
か
た
が
た
な
ど
の
「
支
え
合
い
」
で
あ
り
ま
す
。

「
自
分
は
孤
独
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識
の
芽
生
え
が
、
安
心
安
全
に
つ
な
が
り
、

次
世
代
を
も
育
む
場
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
社
協
で
は
、

市
民
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
共
に
歩
み
、
共
に
い
の
ち
の
花
を
咲
か
せ
、
共
に
喜
び
合
え
る
社
会
を
目
指
し
た

い
も
の
で
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

まずは手話を交えてあいさつ

勝山南高校ALTのダーシー先生による『ラ
ストクリスマス♪』でクリスマスムード満点


